
 

 

 

 

第 52 回 全国造園デザインコンクール 入賞作品集 

 

 

 

 

 

（一社）日本造園建設業協会 

   



第 52 回 全国造園デザインコンクール 全体講評 

 

 

審査委員長 入江 彰昭 

（東京農業大学 地域環境科学部 地域創成科学科 教授） 

 

今年の応募数は 627 点と多数の応募があり、農業高校ばかりでなく工業や実業などの専門学科、普通科の高校からの作品も

あり、すそ野が広がっていることを実感致しました。これはひとえに生徒や学生と日々向き合っておられる先生方の熱心なご指導

の賜物でありそのご尽力に敬意を表します。 

今年はデザイン表現にとどまらず、コンセプトとともに場・空間・時間を語って伝えるストーリーテーリングの手法を用いた作品が

多くみられました。例えば雨と晴、季節、年、未来、人生などの時間をデザインした作品、空間を積層化させ、場の利用を提案した

作品、産学官民の連携、社会課題に対応した公園 DX の作品などです。なかには庭園や公園の枠を超えて、都市や地域、社会の

再デザインへ誘う提案がみられました。 

若い皆さんが社会課題を発見しそれに対する解決策を考え、新たな価値を創造する力を育まれていることに明るい未来を感じ

大変勇気づけられました。本コンクールが今後も皆さんのポジティブな学びの場となり、切磋琢磨を通じて造園への理解が深まる

ことを強く願っております。 



文部科学大臣賞 

◆受賞者：神奈川県立相原高等学校  

 

（審査委員）  

文部科学省 初等中等教育局 参事官(高等学校担当)付 産業教育振興室 教科調査官 

国立教育政策研究所 教育課程研究センター 研究開発部 教育課程調査官  吉田 幸人 

 

今年度も、情熱を注いで制作された、素晴らしい作品の数々に出会うことができました。その中でも、学校全体で造園デザイン

に熱心に取り組まれ、多くの充実した作品をお寄せいただいた神奈川県立相原高等学校が、今年度の文部科学大臣賞を受賞さ

れました。 

受賞作品は、いずれもコンセプトが明確で、優れた技術力と豊かな表現力を備えています。また、社会的課題への深い理解と、

時代が求める価値への応答がありながらも、高校生ならではの自由な発想と、目を見張るような創造性に満ちた作品でした。 

各学校におかれましては、本コンクールを学びの成果を発表する貴重な機会として活用いただき、今後も基礎的・基本的な知識と

技術、そして感性や表現力を一層磨かれ、これからの造園分野を力強く担っていく人材の育成に努められますことを期待しており

ます。 

来年度も、創造性あふれる作品に出会えることを、心よりご期待申し上げまして、講評とさせていただきます。 

 

   



国土交通大臣賞 

◆受賞者：神奈川県立相原高等学校 櫻井 心捺 氏 

◆作品名：めぐる庭 

 

（審査委員）  

国土交通省 都市局公園緑地・景観課緑地環境室長  望月 一彦 

 

入賞された皆様に心からお祝い申し上げます。今年も、社会課題の解決に資する造園空間をデザインした作品や、伝統的庭園

技法を用いた実習作品など、多くの優れた作品を拝見する機会に恵まれました。持続可能な社会に向け「緑」が持つ多様な機能が

重要な役割を持つことの認識が、次代を担う学生の皆さんに浸透していることを実感した次第です。 

国土交通大臣賞には、住宅庭園部門・高校生の部から、櫻井心捺さんの「めぐる庭」が選定されました。「めぐる」の言葉には、庭

の鑑賞、庭の自然循環、菜園のある生活で住人が「育てる、食べる、癒される」循環という 3 つの意味を持たせ、SDGs やネイチャ

ーポジティブを実現しようとする想いを込めた庭の提案です。水彩画による豊かな彩色と作画技術、見る人を惹きつけるわかりや

すい表現力も大変優れており、総合的に最も優れた作品として評価されました。 

次回も素晴らしい作品に出会えることを楽しみにしております。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（公社）日本造園学会会長賞 

◆受賞者：群馬県立藤岡北高等学校 二宮 恵美香 氏 

◆作品名：Open space 法～公園を、まちを育む～ 

 

（審査委員）  

公益社団法人 日本造園学会理事・千葉大学大学院園芸学研究院 教授  木下 剛 

 

この作品は、都市公園をとりまく近年の状況——「守る」から「活かす」への転換——をふまえ、オープンスペース法という

新たな法律を制定、産官学民による新たな公園まちづくりの方法を提案するものである。具体的には、まちづくりの社会実験

を培養するスタジオ（園内）の設置を定めているほか、公園に参加と可変性を促すモバイルグリーンの設備や、緊急時やイベ

ント時に自家発電・蓄電できる路面式太陽光発電を提案している。また、公園の利活用に係る新たな財源確保の方法や、地

域社会が公園を日常的に観察できるアプリを導入するなど、新しい技術が提案されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（一社）日本造園建設業協会会長賞 

◆受賞者：京都府立農芸高等学校 野々村 光翔 氏 

◆作品名：丹波霧から現れる幸せの使者 ～泣かぬなら私が泣こうほととぎす～ 

 

（審査委員）  

一般社団法人 日本造園建設業協会 業務執行理事・技術委員長  伊藤 幸男 

 

今年度の日本造園建設業協会会長賞は、高校生の実習作品部門の中から野々村光翔さんグループの作品を選びました。

岐阜の緑化フェアに携わったことを機会に地元地域との関連性を見つけ出し、それをテーマとした流木オブジェを組み込んだ

デザインアイデアは、とても良いアプローチです。作品も草花や景石との配置バランスがよく考えられていて、きれいに仕上が

っています。また、それをグループのみなさんが力を合わせて施工している様子がわかる写真とともに、良いプレゼンボードと

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会会長賞 

◆受賞者：豊田工業高等専門学校 木田 琴奈 氏  

◆作品名： 時を薄める 都市の速度を、食べる公園 

 

（審査委員）  

一般社団法人 ランドスケープコンサルタンツ協会  井野 貴文 

 

今年は街区公園部門の応募数が昨年と比べて約 50 作品増えました。その中でも大学生より高校生の提案に、より魅力的なも

のが多かったことが印象的でした。激戦となった街区公園部門の中から、都市の目まぐるしい速度を和らげる都市装置となるユニ

ークな提案であった「時を薄める」をランドスケープコンサルタンツ協会会長賞に選ばせて頂きました。 

 本提案は、人が本来持っている人間の感覚を取り戻していく場として、ランドスケープアーキテクチャの役割である「人」と「自然」

の関係をデザインすることに取り組んだことが非常に共感しました。自然と対峙するということでいえば豊島美術館は参考になる

かもしれません。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



全国農業高等学校長協会理事長賞 

◆受賞者：埼玉県立秩父農工科学高等学校 堀口 拳征 氏 

◆作品名：リサイクルファームひろば 

 

（審査委員）  

全国農業高等学校長協会 理事長  一ノ瀬 淳 

 

受賞作品は、実習作品部門の埼玉県立秩父農工科学高等学校の「リサイクルファームひろば」となりました。こども園に隣接する、

使われていなかった空き地を、「休憩場所・畑・堆肥場が一体となった魅力的な空間」へと再生した点が高く評価されました。  

 こども園の食べ残しや森の落ち葉を活用して腐葉土をつくり、野菜を育てる循環型の仕組みがよく工夫されています。また、休憩

スペースや公民館との連携により、多世代交流や情操教育の場として地域に貢献している点も大きな特色です。さらに、限られた

環境を有効に生かし、皆を笑顔にする場として、今後の活用されることが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



緑化フェア「みどりの広場」プラン賞 

◆受賞者：京都府立農芸高等学校 桐畑 一希 氏 

◆作品名：京の丹景 ～亀が紡ぐ京都・丹波の景色～ 

 

（審査委員）  

公益財団法人 都市緑化機構 専務理事  梛野 良明 

 

本年も、緑化フェア「みどりの広場」プラン部門に、全国から 273 点もの作品をご応募頂き御礼申し上げます。 

2026 年 9 月 18 日から全国都市緑化フェア in 京都丹波が亀岡市、南丹市、京丹波町で開催されますが、本地域の歴史文化

や自然を踏まえた作品が多く見られました。高校生の皆様にフェア開催地のことを知って頂く良い機会になっていると存じます。 

受賞された桐畑一希さんの作品「京の丹景～亀が紡ぐ京都・丹波の景色～」は、京都丹波の自然や土地の特徴を一つの景色と

して、亀岡の名に由来する亀をモチーフに表現したものであります。丹波盆地で見られる朝夕の霧を白花系の植物で表現する試

み、保津川を白川砂で表現することなど造園材料にもこだわりつつ、地域の特徴を良く反映した作品となっています。 

京都丹波地域の魅力を伝える本作品は、フェア会場においても注目されるものになると期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（審査委員） 

一般社団法人 日本造園建設業協会 副会長・事業委員長 正本 大 

 

今回も総数 600 を超える熱のある作品応募いただきました。作者やご指導頂きました関係者の皆様に感謝申し上げます。皆様

のアイディアや力を合わせた作庭に毎年感激しながら審査に臨んでいます。 

自身のカラーを打ち出しながらも、時代の要請や未来に向かって託す思いを反映した作品を創り上げていく事が、造園デザイン

の魅力向上につながります。ネットの情報に頼るだけでなく、常にフィールドに出て、考えを巡らせるようにしてみてください。永い

月日を経てその作品が地域の機能や美観を担い、顔となっていくようチャレンジを続けてもらえるよう願っています。 

 


